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第 62 回東海地区国立高等専門学校体育大会 
会 長  藤  本 愼  司  
（鈴鹿工業高等専門学校長） 

 

 

第 62 回東海地区国立高等専門学校体育大会の主管校を務めるにあたり、ご

挨拶申し上げます。 

 

昭和 38 年に豊田高専を会場に第 1 回大会が開催されて以来活発な活動を続

けてきた本体育大会は、本年で 62 回目を迎え、歴史の重みを強く感じている

ところです。 

 

本大会もこれまでと同様、競技は岐阜、鳥羽、豊田、沼津の各高等専門学校

のご協力のもとに運営されます。6 月 22 日(土)の卓球競技を皮切りに、11 月

10 日(日)のラグビーフットボール競技まで、16 種目が 5 地区の競技場におい

て繰り広げられます。各高等専門学校のチームが、日ごろの練習の成果を十分

に発揮し、スポーツパーソンシップに則り、正々堂々と競い合うことはもちろ

んのこと、この機会を活用し、お互いの交流を深めることを強く願います。 

 

さて、国立高等専門学校は、本年から第 5 期中期目標に入り、Society 5.0 

で実現する、社会・経済構造の変化、技術の高度化、社会・産業・地域ニーズ

の変化等を踏まえ、高等専門学校教育の高度化・国際化を進め、社会の諸課題

に自律的に立ち向かう人の育成に取り組むことが求められています。これには、

スポーツ面からのアプローチも大きな力を発揮してくれるでしょう。身体面か

らの強化はもちろんのこと、仲間との練習や協働作業、試合に向けた準備や運

営などを通じて、コミュニケーション力やマネジメント力なども育成されるも

のと確信しています。 

 

最後になりましたが、本地区大会を開催するに当たり、事前の準備、会場設

営、大会運営等に多大なご尽力を賜りました関係各協会、諸団体ならびに関係

者各位に心より感謝申し上げます。 
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会　長 鈴鹿工業高等専門学校校長 藤本　愼司
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鈴鹿工業高等専門学校教務主事 田添　丈博

委　員 岐阜工業高等専門学校学生主事 角野　晴彦
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豊田工業高等専門学校学生主事・体育主任 髙津　浩彰

豊田工業高等専門学校事務部長 武藤　英幸

沼津工業高等専門学校学生主事 佐藤　誠

沼津工業高等専門学校体育主任 渡邉　志保美

沼津工業高等専門学校事務部長 塚本　剛生

鈴鹿工業高等専門学校体育主任 宝来　毅

鈴鹿工業高等専門学校事務部長 河村　俊男

鈴鹿工業高等専門学校総務課長 五十棲　等

鈴鹿工業高等専門学校学生課長 高倉　良男

参　与 岐阜工業高等専門学校教務主事 北川　秀夫

鳥羽商船高等専門学校教務主事 江崎　修央

豊田工業高等専門学校教務主事 川西　直樹

沼津工業高等専門学校教務主事 芹澤　弘秀

大　　会　　役　　員
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開会式次第

（案内放送）選手団、役員整列

１．開式のことば

１．優勝杯返還

１．競技委員長挨拶

１．選手宣誓

１．競技上の諸注意

１．閉式のことば

　　（諸連絡）

閉会式次第

（案内放送）選手団、役員整列

１．開式のことば

１．成績発表

１．表　　　彰

１．審判長講評

１．競技委員長挨拶

１．閉式のことば

　　（諸連絡）
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伊勢フットボールヴィレッジ（三重県伊勢市朝熊町4383-426）

競技規則等

　（公財）日本サッカー協会発行サッカー競技規則2023/24による。

競技方法

　トーナメント戦および１、２回戦敗者による順位決定リーグ戦とする。

B-（１） 　５チーム総当りリーグ戦とする。
B-（２）

B-（３）

期　　日

第６２回東海地区国立高等専門学校体育大会
サ ッ カ ー 競 技 要 項

　試合登録選手は２０名とし、交代要員９名のうち、最大５名まで交代できる。ただし、延長
戦に入ったときは、交代要員を使い切っている、いないにかかわらず、さらにもう１人の交
代要員が使えるものとする。

第62回大会は、A方式にて試合を行う。

令和6年7月6日（土）・7日(日)

9時00分

競技終了後

（２）

（４）

（３）

会　　場

開会式　

閉会式

引率1名、監督1名、コ−チ１名、主務1名、記録員1名、選手２０名以内、計２５名以内チーム人員

（１）

　メンバー表は、試合開始３０分前までに本部へ提出する。メンバー表のうち、チーム役員
については、最大５名の氏名、および、その順位を明記すること。ただし、1位は監督とす
る。

A-（１）

B方式

　リーグ戦の順位の決定は各試合の勝者に勝ち点３、引き分け勝ち点１、敗者に勝ち点０
を配分し、勝ち点の多いチームを上位とし、同じ勝ち点の場合は得失点差の大きいチーム
を上位とし、これも同じ場合は得点の多いチームを上位とする。なお、同位の場合は該当
チーム同士の対戦の勝者を上位とし、なお決しない場合は抽選とする。

表　　彰

A-（３）

　１位に優勝杯を、１位、２位に賞状を授与する。

　試合時間は６０分とし延長戦は行わない。トーナメント戦において同点の場合はＰＫ方式
により勝者を決定する。ただし、決勝戦において同点の場合は２０分の延長戦、なお同点
の場合はＰＫ方式により勝者を決定する。
　なお、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。

　試合時間は４０分とし延長戦は行わない。同点の場合はＰＫ方式により勝者を決定する。
　　なお、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。

A方式

　試合中、主審により退場を命じられた者は、本大会の次の１試合に出場することができな
い。本大会のその後の処置については、本大会規律委員会において決定する。大会後の
処置については、（公財）日本サッカー協会において決定する。
　また、全国高等専門学校サッカー選手権大会は懲罰規程上の同一競技会とみなし、本
大会終了時点での退場による未消化の出場停止処分を持ち越す。
  なお、各試合を通じて主審より警告を２度受けた者は、次の１試合出場停止とする。

A-（２）

　リーグ戦の順位の決定は各試合の勝者に勝ち点３、PK勝者に勝ち点２、PK敗者に勝ち
点１、敗者に勝ち点０を配分し、勝ち点の多いチームを上位とし、同じ勝ち点の場合は得
失点差の大きいチームを上位とし、これも同じ場合は得点の多いチームを上位とする。な
お、同位の場合は該当チーム同士の対戦の勝者を上位とし、なお決しない場合は抽選と
する。

３



選手の用具

（６） 　本地区大会は第57回全国高等専門学校サッカー選手権大会の東海地区予選を兼ねる
ものとし、本大会の1位チームを東海ブロック代表とする。
　なお、全国大会出場枠が1の場合Ａ方式、２の場合Ｂ方式にて大会を行う。

（２）

　暑熱下において前・後半の中程でクーリングブレイクまたは飲水タイムを実施する。実施
は前・後半開始前に両チームへ通告する。

（５） 　雷雨、暴風雨、猛暑等で試合実施が不可能な場合は、別に定める細則に従う。

　監督主将会議は第1日の第１試合開始６０分前から本部で行う。
（４）
（３）

　本大会における規律委員会は、別に定める規律委員会役員一覧に記された役員により
構成される。
　選手登録、および、ユニフォームの色の変更は、監督主将会議の時に行う。以後は受付
けない。

　ユニフォームの色は正副2色（FP:シャツ・ショーツ・ソックス、GK：シャツ）を参加申込書に
記載し、各試合に必ず携行すること。なお、正副の2色、およびFP・GKについては明確に
異なる色とすること。

（１） 　ユニフォームは、競技規則および（公財）日本サッカー協会ユニフォーム規程に則したも
のを用意する。

（２）

　主審は、対戦するチームのユニフォームの色彩が類似しており判別しがたいと判断したと
きは、両チームの立ち会いのもとに、その試合において着用するユニフォームを決定す
る。その際、主審はシャツ・ショーツ・ソックスのそれぞれについて、判別しやすい組合せを
決定することができる。
　なお、GKのシャツが同色で、両者が他のシャツと着替えることができない場合、主審は競
技を始めることを認める（ビブス等も可）。

（１）
その他

　背番号は高さ25㎝-35cm、胸番号は10cm-15ｃｍのものを付し、その番号は参加申込書
に登録した番号で1～20番までの番号にする。

（３）

（４）

４



競技委員長 鳥羽商船高等専門学校　校長　古山　雄一
会場責任者 鳥羽商船高等専門学校　サッカー部監督　渡辺　幸夫
審　判　長 三重県サッカー協会　　森田　正弥
補　助　員 鳥羽商船高等専門学校　学生

（A） 岐阜工業高等専門学校 （B） 沼津工業高等専門学校 （C） 豊田工業高等専門学校

番号 背番号 氏　　名 学年 番号 背番号 氏　　名 学年 番号 背番号 氏　　名 学年
1 1 大平 真也 4 1 1 稲永　隆真 5 1 1 足立　和斗 2
2 2 朝日　颯大 5 2 2 八田　侑晟 2 2 2 鈴木　　樟 1
3 3 岡部 泰斗 4 3 3 巻田　智哉 3 3 3 井戸　寛也 4
4 4 長谷川 暢星 5 4 4 権代　祐輔 3 4 4 塚本　悠介 1
5 5 服部 煌太 4 5 5 町　拓磨 4 5 5 後藤　竹慶 5
6 6 永吉 榛 2 6 6 小林　孝博 4 6 6 宮田　寛大 1
7 7 小川 遼 4 7 7 遠藤　泰介 5 7 7 神谷　季来人 4
8 8 所　基也 4 8 8 剱持　航成 4 8 8 中川　悠雅 4
9 9 井上　亮汰 2 9 9 木村　春喜 3 9 9 河合　優成 4
10 10 北川 竜也 5 10 10 渡邊　翔太 5 10 10 デラクルーズ　アレキサンダールイ 1
11 11 稲垣 雄土 4 11 11 今井　龍太郎 4 11 11 土井　勘太朗 5
12 12 若山 大輝 5 12 12 鈴木　智博 5 12 12 松澤　建琉 1
13 13 脇田　和真 5 13 13 今村　鴻之介 2 13 13 晦日　秀翔 1
14 14 大橋　稜 4 14 14 中田　史樹 1 14 14 岩間　　蒼 1
15 15 石井　陽 2 15 15 浜井　一慧 1 15 15 浅井　健吾 5
16 16 安田　裕太 2 16 16 北　実 1 16 16 長谷川　聡太 5
17 17 津江　悠輝 3 17 17 田代　吉哉 4 17 17 アダム　ルクマーン 5
18 18 野々垣　瑛太 1 18 18 田中　康太郎 5 18 18 杉山　櫂志 2
19 19 加納 典眞 5 19 19 齊藤　眞生 4 19 19 古後　草唯 4
20 20 津江　隼人 1 20 20 江口　太朗 5 20 20 三百田　涼斗 4

（D） 鈴鹿工業高等専門学校 （E） 鳥羽商船高等専門学校

番号 背番号 氏　　名 学年 番号 背番号 氏　　名 学年
1 14 石田　栞太 5 1 17 栗原　玄太郎 5
2 2 藤田　晃佑 5 2 4 須田　大聖 5
3 12 鈴木　亜怜 5 3 7 福井　大稀 5
4 20 毛利　天翔 5 4 3 本庄　央 4
5 10 平石　琉惺 5 5 12 大矢　玲音 4
6 9 青木　大河 5 6 5 山口　達也 4
7 3 高瀬　悠矢 4 7 9 山本　慶悟 4
8 16 荻野　智生 4 8 20 下村　啓人 4
9 8 別府　愛斗 4 9 16 下村　柊人 3
10 11 石田　稟旺 4 10 14 竹内　瑶 3
11 13 進士　壱星 4 11 10 門田 喜真 3
12 15 岡田　太一 4 12 15 大川　理斗 2
13 18 水越　駿 4 13 19 吉村　武起 2
14 17 中川　寛之 3 14 1 浜口　和也 2
15 4 下井　聖 2 15 13 黒川　彪雅 2
16 6 河北　煌惺 2 16 8 中山　雄斗 2
17 19 水野　新大 2 17 11 平石　涼真 2
18 1 中澤　翼 1 18 2 高木　悠羽 2
19 5 稲見　大和 1 19 6 豊崎　豊日 2
20 7 山田　泰史 1 20 18 天野　侑登 1

記録員 内藤　万結

枦山　剛
山田　乃愛

山中　郷史監　督 民秋　 　実 監　督

宮川　浩美
大泉　璃紗主　務

コーチ
廣瀬　陽大

後藤謙太郎
芹澤　紗綾主　務

コーチ
主　務

長谷川 滉駿

記録員 廣瀬　陽大

記録員 明神　浬空 記録員

コーチ 寺尾　肇浩 コーチ
主　務 小粥　梨子 主　務

記録員

コーチ

選　　手　　名（番号○印は主将）

競　技　役　員

監　督 監　督 天田　剛史宮藤　義孝 江崎　信行監　督
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競技開始時刻  7月6日　 9時30分
7月7日 　9時30分

第1日  

第2日 

[トーナメント戦]
Ａ＝ 高専
Ｂ＝ 高専
Ｃ＝ 高専
Ｄ＝ 高専
E＝ 高専

[順位決定リーグ戦]

B2負

B1負

A1負

分数 得点 失点
得失
点差

勝点 順位学校名 A1負 B1負 B2負 勝数 負数

A1負
B1

沼津 Ｂ１負
Ｃ３

Ｂ２負

鳥羽 Ｂ１負
鈴鹿

A1
鳥羽

鈴鹿 C2 Ｂ２負
Ｃ１

豊田

B1負 － B2負

岐阜

岐阜 A1負
沼津

B2 Ｂ３
豊田

B2負 － A1負 B2勝 － B1勝

第１試合（C1） 第２試合（C2） 第３試合（C3）
(9:30) (11:30) (13:30)

岐阜 ― A1勝

東海地区国立高等専門学校体育大会
サ ッ カ ー競技　組合せ（A方式）

第１試合（A1） 第２試合（B1） 第３試合（B2） 第４試合（B3）

A1負 ― B1負
(9:30) (11:30) (14:00) (15:30)

鳥羽 － 鈴鹿 豊田 ― 沼津

６



拡大図

競技会場案内図

伊勢フットボールヴィレッジ

Aピッチ

一般駐車場

バス駐車場，一般駐車場
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【競技会場までのアクセス】 【救急医療機関】
　○公共交通機関をご利用の場合 市立伊勢総合病院

　℡　０５９６－２３－５１１１
近鉄五十鈴川駅
　三重交通路線バス（約２０分） 山崎外科内科病院
　五十鈴川駅前 発（夫婦岩東口行または五十鈴川駅前行） 　℡　０５９６－２２－２２１８
　　　　　　　　　　　　　　　→サンアリーナ 着

【救急問合せ先】
ＪＲ二見浦駅 三重県救急医療情報センター
　三重交通路線バス（約２０分） 　℡　０５９－２２９－１１９９
　二見浦表参道 発（五十鈴川駅前行）→サンアリーナ着

近鉄宇治山田駅 【競技会場】
　三重交通路線バス（約２０分） 伊勢フットボールヴィレッジ
　宇治山田駅前 発(鳥羽行) → 荘（伊勢）で下車 　℡　０５９６－６３－８８９８
　　五十鈴川駅前行 サンアリーナ経由に乗り換え 
　　　　　　　　　　　　　　　→ サンアリーナ 着 【タクシー】

近鉄タクシー
○自家用車をご利用の場合 　℡　０５９６－２８－３１７１

　伊勢自動車道→伊勢二見鳥羽ライン　朝熊東ＩＣ下車すぐ 三交タクシー
　℡　０５９６－２８－２１５３

個人情報及び肖像権に関する取り扱いについて

第62回東海地区国立高等専門学校体育大会

大会参加に際して提供される個人情報は，本大会活動に利用するも

のとし，これ以外の目的に利用することはありません。

大会出場者で，ホームページ，報道等に，個人名を公表して欲しくない

者は，学校を通して大会事務局に申し出てください。事前に申し出のな

い場合は，公表します。

会場アクセス，救急病院案内及び個人情報取り扱い
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